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(論文内容の要旨)

(1, 200字程度)

音声の明瞭度は､音声信号に唇画像を付け加えて提示することによって改善される｡ｺ

ﾝﾋﾟｭ-ﾀｴ-ｼﾞｪﾝﾄの合成を考える場合､自然で人間らしい唇の動きを合成するこ

とが明瞭度を向上させるために重要である｡この論文では､音声入力により人間らしい

唇の動きを合成する方法として､隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙを用いた2つの合成手法を提案す

る｡

1番目の提案手法は､自然な唇の動きを合成するために調音結合の効果を採り入れる｡

この提案手法は､ HMMのViterbiｱﾗｲﾒﾝﾄから音素系列を求めることにより文脈情

報を取り込む｡このとき画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの学習ﾊﾟﾀ-ﾝ数を削減するために口形素を用

いる｡口形素の利用により､少ない音声･画像同期ﾃﾞ-ﾀの場合でも文脈依存情報を取

り入れることが可能になる｡

2香目の提案手法は､決定論的な音声認識手法のViterbiｱﾗｲﾒﾝﾄを用いずに唇

の動きを推走する手法である｡ Viterbiｱﾗｲﾒﾝﾄを用いる合成手法は､認識間違いを

起こしたﾌﾚ-ﾑで不正確な口形を生成する場合がある｡ 2番目の提案手法は､仝ての

HMMの状態を考慮してEMｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いることにより正確な画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの

推走を可能にする｡提案手法を評価するために､実際の人間の動きから作成した画像ﾊﾟ

ﾗﾒ-ﾀと合成値間のﾕ-ｸﾘｯﾄﾞ距離を取り､少量の音声･画像日本語ﾃﾞ-ﾀを用い

た実験を行なった｡

この実験結果は､ 1番目の提案手法が調音結合効果を表す正確な口形を合成できる

ことを示した｡特に/h/,/g/,/k/など後続母音に依存した口形の合成に有効であることが
分かった｡また､ EMｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを用いた2番目の提案手法は､両唇子音に相当する

ﾌﾚ-ﾑで認識間違いにより生成された不正確な画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀを改善出来ることを示

した｡



(論文審査結果の要旨)

自然なﾋｭ-ﾏﾝﾏｼﾝｲﾝﾀﾌｪ-ｽを実現する際に､自然で人間らしいｺﾝﾋﾟｭ-ﾀｴ-

ｼﾞｪﾝﾄを生成することが極めて重要となる｡特に､音声によるｺﾐｭﾆｹ-ｼｮﾝを考えた

場合､ｺﾝﾋﾟｭ-ﾀからの昔声合成出力は現状では品質的に未だ不十分であるが､自然で人間

らしい唇の動きを加えることで､より明瞭に伝えることができる可能性が有る｡本論文では､

隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ(HMM)に基づき,音声を入力とし入力音声に同期した自然な唇の動き
を合成する方法を提案している｡

本論文の成果は､次のように要約できる｡

(1)音声と唇座標ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの同期収録ﾃﾞ-ﾀを用い､音声と唇座標ﾊﾟﾗﾒ-ﾀとの対応関
係をHMMにより自動的に学習し､合成する方法を提案している｡さらに､唇の動きの調昔

結合に対処する方法としてﾋﾞﾀﾋﾞ復号時に遅延を人れて後続口形素を判走し､その後続口形素
に依存した唇の動きを合成することで自然な唇動画像を合成するSV-HMM法を提案している｡

この手法を従来提案されているVQ写像に基づく方法､後続口形素を考慮しないHMMに基
づく方法に村し､ｵﾘｼﾞﾅﾙの画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀとの距離により比較し有効性を確認している｡

特に､後続の母音に依存した口形となる仙,/g/,ndなどの昔素で提案法が有効であることを示し

ている｡この手法は､少量の音声･唇座標ﾊﾟﾗﾒ-ﾀに基づき､自然な唇動画像を生成する手

法として極めて効率的で高く評価できる｡

(2)ﾋﾞﾀﾋﾞ復号に基づく唇画像合成法では,入力音声と音声の昔素HMMﾓﾃﾞﾙのどﾀﾋﾞ
ｧﾗｲﾒﾝﾄが決走的であるため､ｱﾗｲﾒﾝﾄの誤りが合成する唇画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀの誤りに

繋がる｡そこで,このｱﾗｲﾒﾝﾄを非決定的するためにすべてのHMMの状態をその確率

込みで考慮し認識誤りによる精度劣化を回避し,さらに､音声と画像の結合確率分布を用いて､
入力音声から適切な唇画像ﾊﾟﾗﾒ-ﾀをEMｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑにより想起するHMM-EM法を提

案している｡また､唇動画像生成実験を行い､ HMM-EM法を用いることにより､ SV-HMM

法で誤った両唇子音の音素において大きな改善がえられることを示している｡この方法は､

結合確率分布に基づき入力昔声から画像のﾊﾟﾗﾒ-ﾀを推走する新しい手法であり,きわめて

高く評価できる｡

以上のように､本論文は音声合成出力における明瞭どの改善を目的に､入力音声に同期した唇

動画像を隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙに基づいて生成する方法を提案し､有効性を示した｡これらの研

究成果は､情報科学､昔情報処理学の分野における学術的な貢献として高く評価できる｡平成

10年12月24日開催の公聴会の結果を参考に､本博士論文の審査を行なった結果､本論文は

博士(工学)の学位論文として充分に価値のあるものと判断する○


